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皮膚 科領 域 にお け るPivampicillinの 使 用 経験

綱 脇 ヒ ロ 子

九州大学医学部皮膚科学教室(主 任:占 部治邦教授)

皮 膚 科 領 域 に お け る化 膿 菌 に よ る炎 症 性 疾 患 は,比 較

的 遭 遇 す る疾 患 の一 つ であ るが,近 年,抗 生 物 質 は数 多

く開発 され,感 染 症 の 治 療 は 容 易 に な っ て き た。 こ の た

び,わ れ わ れ は 三 共 株 式 会 社 よ り提 供 を受 け た新 抗 生 物

質CS-390(Pivampicillin)を 九 大 皮 膚 科 外 来 患 者25例 に

た い して投 与 した とこ ろ,優 れ た成 績 が え られ た の で報

告 す る。

Pivampicillinに つ い て

Pivampicillinは1969年Dennlark Leo社 に て開 発 され

たAmpicillinのpivaloyloxymethyl esterで あ る。 化 学

名 はPivaloyloxymethyl D-α-aminobenzyl-penicillinate

hydrochlorideと 称 し,Ampicillinの 新 規 誘 導 体 で あ る

(Fig.1)。

本 剤 そ の もの は 抗 菌 力 は な い が,生 体 内 で速 や か に 分

解 され て,Ampicillinと な り抗 菌 作 用 を発 揮 す る とい わ

れ て い る。

対 象

皮膚科 的疾患25例 で,年 令は19才 か ら70才 までの男子

14例,女 子11例 にたい して,つ ぎにのべる投与法 に した

がいPivampicillinを 投与 した。疾患別 では,〓 瘡9(膿

疱性5,集 簇性1,尋 常性3),〓1,〓 症3,廱1,

毛包炎3,化 膿性汗 腺炎1,貨 幣状湿疹3,湿 疹 の二 次

感染2,膿 痂疹1,壊 死性 血管炎の二次感染 である。

投 与 方 法

膿疱 性〓瘡 の1例 を除 き,他 は す べ てPivampicillin

を1回1カ プセル,1日4回 服用 し,投 与期 間は30か

ら14日 であ る。 なお,7日 に満 たぬ投与期 間例 では,副

作用が出現 した もので ある。

治 療 成 績

効果 判定は,疼 痛 ・圧痛 ・局部的浮腫 ・局部的発赤 ・

所 属 リンパ節腫脹 ・分泌液 の多少 な どの臨床症 状 を主 と

し,細 菌学的治療効果 も加味 し,総 合 的に判定 した。

なお,副 作用 につ いては,自 覚症状 ・肝機 能 ・血液障

害 な どに よって検討 した。

結 果

Table 1の ごとく,25例 中23例 につ いては,臨 床的,

細菌学的 に効果 を認 め,有 効率92%で あ った。また,25

例中11例 につ いては著効 を示 し,著 効率44%で あ った。

なお,症 例1の 壊死性血管 炎(検 出菌 は,Klebsiella)に

つ いては,投 与 中に潰瘍辺縁部 に痒性紅斑 が出現 し,臨

床 効果判定困難 なため,効 果不 明 とした。(紅 斑 型発疹

が,頚 部 ・顔面 ・両下肢 に出現)同 症例 では,細 菌学的

には効果 を認め ている。

菌種別 に1)い てその効 果 をみ ると,Table 2の ごとく

Staphylococcusが25例 中21例 検 出 され,Staph. aureus

が10例 に, Staph.epidermidisが12例 に検出 され,そ の

感受性 テス トによる と,ABPCに 感受性100%の 成績で

あ り,Klebsiella 1例 につ いて もABPCに 感 受性があ

った。 なお,臨 床的 に細菌感染 を思 わ しめ実際には,有

意 に細菌 を検 出 され なかった例 を2例,ABPC感 受 性

陰性 のPseudomonas検 出例1例 を認 めた。

副作用 につい ては,25例 中9例 に認 め られ,そ の殆ん

どが上腹部不快感 ・胸 やけ ・食 欲不振 な どの胃腸 症状 を

呈 したが,2例 について紅斑型発疹,血 液 検査 した3例

Fig. 1 Structure of pivampicillin
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Table 1 Therapeutic effect with pivampicillin.
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の うち1例 につ いては顆粒球減少症の出現 をみ たが,い

ずれ も一過性 のもの で,投 与中止後間 もな く消失 した。

また,肝 機能(GOT, GPT, Al-phos)な らび に腎機能

検査(蛋 白尿, BUN)し た2例 では異常値は 認 め られ

なか った。

考 察 と 結 語

九州大学皮膚科 の感染 性皮膚疾患25例 にたい し, CS-

390(Pivampicillin)を1日4カ プ セ ル 投 与 した 結 果,

92%に 有 効, 44%に 著 効 を呈 した。 副 作用 出現 率 は36%

で あ っ た。 な お,感 染 性 皮 膚 疾 患 の うち,合 併 疾 患 を有

す る も の につ い ては,外 用 療 法 を加 え て お り,効 果 判 定

につ い ては,そ の点 も加 味 し多 少 減 じて行 な っ た。 ま た

副 作 用 出 現 例 では,早 期 に投 与 を 中止 した例 もあ り,今

後,副 作 用 の 点 につ き考 慮 す れ ば治 療 効 果 の発 現 を著 明

な ら しめ るだ ろ うと考 え る。

お わ りに,Pivampicillinの 提 供 を い た だ い た 三 共株 式

会 社 学 術 部 に 感 謝 し ます 。
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Four capsules of CS-390 (pivampicillin) were administerd daily in 25 cases of infectious skin diseases. Positive 

effects were obtained in 92% of the cases, and excellent. effects in 44%. Side effects appeared in 36% of the 

cases. Among the infectious skin diseases, additional external treatment was performed for those with complica-

tions. The effects were evaluated while taking into consideration this factor. In some cases with the appearance 

of side effects, administration of the drug was discontinued early. If the side effects are considered the 

positive effects will appear more distinctly.

Table 2 Detected bacteria (23 cases)


